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釧路市漁業協同組合に導入された ｢シシャモ自動選別機｣

○知床岬沖合海域のベニスワイ資源について

○東京都中央卸売市場におけるアサリの取扱いの推移につ

いて

○魚体自動選別機の導入による高品質干ししゃも製品の開

発試験の結果について

○水産物のにおい

○オホーツク海域へのサンマの回遊と漁況変化

平成 12年 9月
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釧路水試だより 第 82号 (2000.8)

知
床
岬
沖
合
海
域
の

べ
こ
ズ
ワ
イ
資
源
に
つ
い
て

釧
路
水
試
資
源
管
理
部

鈴

内

孝

行

は
じ
め
に

北
海
道
日
本
海
域
側
に
お
い
て
は
､
昭
和
五
十
五

年
頃
か
ら
大
陸
棚
斜
面
の
未
利
用
漁
場
開
発
の

l
環

と
し
て
べ
こ
ズ
ワ
イ
試
験
操
業
が
始
ま
り
､
道
北
日

本
海
で
は
昭
和
六
十
年
か
ら
許
可
漁
業
に
移
行
'
漁

獲
許
容
量
制
の
も
と
で
漁
業
が
行
わ
れ
'
道
南
日
本

海
で
は
現
在
も
試
験
操
業
と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
｡

ま
た
道
南
太
平
洋
で
も
昭
和
六
十

一
年
か
ら
四
年
間

に
わ
た
り
試
験
操
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
'
商
業
生

産
に
結
び
つ
く
資
源
状
態
で
は
な
い
と
判
断
さ
れ
て

い
ま
す
｡
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
の
知
床
岬
沖
合
海
域
に
お

い
て
も
'
キ
チ
ジ
刺
網
に
べ
二
ズ
ワ
イ
が
混
雑
さ
れ

る
こ
と
か
ら
分
布
が
知
ら
れ
て
い
た
も
の
の
､
資
源

状
況
の
把
握
は
な
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
｡

こ
の
様
な
中
で
平
成
十

一
年
か
ら
'
羅
臼
漁
協
が

知
床
岬
沖
合
海
域
に
お
い
て
ベ
ニ
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
か
ご

試
験
操
業
調
査
を
実
施
し
'
漁
獲
状
況
お
よ
び
資
源

状
況
の
把
握
､
ま
た
企
業
化
の
検
討
を
始
め
ま
し
た
｡

調
査

一
年
目
で
あ
る
平
成
十

一
年
は
六
～
十
月
に
か

け
て
試
験
操
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
の
で
､
こ
こ
で
は

そ
の
結
果
を
紹
介
し
ま
す
｡

一
'
試
験
操
業
実
施
状
況

平
成
十

一
年
六
～
十
月
に
'
羅
臼
漁
協
所
属
の
十

九
ト
ン
型
漁
船
二
隻
が
'
知
床
岬
沖
合
の
水
深
約
九

〇

〇
～

一
六
五
〇

m
の
海
域
で
'
カ
ニ
か
ご
延
縄
に

よ
る
試
験
操
業

を
実
施
し
ま
し
た

(図
1
)｡
各
船
は

そ
れ
ぞ
れ
二
五

〇
個
以
内
の
カ
ニ
か
ご

(目
合
十
五

5
以
上
)
を
使

用
し
'
お
お
む
ね
六
月
頃
は
五
十
か

ご
'
七
月
以
降
は
七
十
か
ご
を

一
延
L
と
し
て
'
通

常
三
延
し
程
度
を
約
二
～
八
日
間
海
中
敷
設
し
た
後

に
揚
か
ご
漁
雑
､
再
び

投
か
ご
す
る
操
業
形
態
を
と

り
ま
し
た
｡
漁
獲
物
の
う
ち
雌
お
よ
び
雄
の
甲
幅

九
･
五
cm
未
満
の
も
の
は
海
中
に
還
元
､
甲
幅
九
･
五

cm
以
上
の
雄
に
限
り
L
L
t
L
､
M
の
銘
柄
別
に
選

別
し
て
水
揚
げ
出
荷
し
ま
し
た
｡
銘
柄
サ
イ
ズ
L
L

は
お
お
む
ね
甲
幅
十
二
･
〇

cm以
上
､
L
は

一
一
･〇

～

〓

1
･
五

C
.
M
は
九

･五～
二

･
五

cm
で
す
｡

操
業
期
間
中
､
各
船
は

｢試
験
操
業
日
誌
｣
の
記
載

を
行
い
'
ま
た
羅
臼
漁
協
に
よ
る
各
銘
柄
毎
の
甲
幅

図 1 ベ二ズワイ試験操業海域
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釧路水試だより 第82号 (2000.8)

測
定
も
三
回
行
わ
れ
ま
し
た
｡

二
､
漁
獲
量

･
漁
獲
尾
数
に
つ
い
て

本
試
験
操
業
に
お
け
る
総
揚
縄
数
は

一
七
八
延
L
t

総
揚
か
ご
数
は
約

1
1
､
五
〇
〇
個
で
､
総
漁
獲
量

は
約
七
四

･
二
ト
ン
で
し
た
｡
銘
柄
別
の
漁
獲
量
は

L
L
が
四
六

･
四
ト
ン

(六
二
%
)､
L
が

一
七

･
七

ト
ン
(二
四
%
)､
M
が

1
〇
二

ト
ン
(
1
四
%
)
で
､

漁
獲
尾
数
に
換
算
す
る
と
約
一
一
六
千
尾
が
漁
獲
さ

れ
､
銘
柄
別
で
は
L
L
が
五
九
千
尾

(五

一
%
)､
L

が
三
二
千
尾

(二
八
%
)'
M
が
二
五
千
尾

(二
一
%
)

と
な
り
ま
す
｡
(表
1
㌧
2
)

ま
た
､
各
月
毎
の
漁
獲
量
の
変
化
を
み
る
と
､
六

月
は
七
･
六
ト
ン
と
低
調
で
し
た
が
､
七
月
は
二
二
･

六
ト
ン
､
八
月
は
二
四

･
一
ト
ン
と
増
加
し
'
九
月

に
は

一
四

･
五
ト
ン
'

一
〇
月
は
五

･
二
ト
ン
と
減

少
し
て
い
ま
す
｡
こ
の
漁
獲
量
の
変
化
は
､
各
月
毎

の
漁
獲
努
力
量

(揚
か
ご
数
)
の
増
減
と
お
お
む
ね

一
致
し
ま
す
｡
ま
た
､
各
月
毎
の
銘
柄
別
漁
獲
量
は

図2 漁獲量の変化
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表 1 漁獲量とCPUEの変化

梯紙数 梯概数 ･i,軌狸鼠(kg) CPUE(1穂 当た り漁獲盈)
LL L M 計 LL L M 計

6月 38 1,885 4,807 2,007 849 7,663

7月 46 3,060 13,506 5,991 3,146 22,643

8月 44 3.080 14.445 5,905 3,777 24,127

9月 37 2.590 10,026 2.751 1.800 14.577

10月 13 910

執拗li"% 178 11,525 46,439 17,750 10,083 74.27263 24 14 100 4.0 1.5 0.9 6.4

表2 漁獲尾数とCPUEの変化

梯紙数 楊抵数 i,tft磯風(kg) CPUE(1砥当た りt.tfL雅兄)
LL L M 計 LL L M 首十

6月 38 1,885 5,639 3,597 2,067 11.303

7月 46 3.060 16,089 10.748 7.745 34,581

8月 44 3.080 19,012 10.603 9.175 38790

9月 37 2,590 13,173 4,951 4,374 22499

10月 13 910 438

L
L
が
六
〇
～
六
九
%
t
L
が

一
九

～
二
六
%
t
M

が
一
〇
～

一六
%
の
範
囲
に
収
ま
り
'
大
き
な
変
化

や

一
定
の
傾
向
は
み
と
め
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た

(義

I
へ
図
2
)0

三
､
C
P
U
E
の
変
化

分
布
密
度
を
検
討
す
る
た
め
､
漁
獲
量
c
p
U
E

(
一
か
ご
当
た
り
漁
獲
量
)
と
漁
獲
尾
数
C
P
U
E

(
一
か
ご
当
た
り
漁
獲
尾
数
)
を
求
め
て
み
ま
し
た
｡

漁
期
間
を
通
し
た
漁
獲
量
c
p
U
E
は
六

･
四
kg

で
､
各
月
別
で
は
六
月
が
四

･
一
kg
と
低
く
､
七
月

七

･
四
kg
'
八
月
七

･
八
kg
と
高
く
な
り
､
九
～

一

〇
月
が
五

二
ハ
～
五

･
八
kg
と
な
っ
て
い
ま
す
｡
銘

柄
別
に
み
る
と
'
漁
期
間
を
通
し
た
値
は
L
L
四

･

〇
kg
t
L

一
･
五
kg
､
M
〇

･
九
kg
で
あ
り
､
各
月

の
値
は
L
L
が
二

･
六
～
四
･
七
kg
t
L
が

1
･
1

-
二
･
〇
kg
､
M
が
〇

･五
～

一
二

一kg
の
範
囲
内

に
収
ま

っ
て
い
ま
し
た
｡
(義
-
)

ま
た
漁
期
間
を
通
し
た
漁
獲
尾
数
C
P
U
E
は

t

〇
･
〇
尾
で
あ
り
'
各
月
別
で
は
六
月
が
六

･
〇
尾

と
低

か
っ
た
も
の
の
､
七
月
が

一
一
二
二
尾
､
八
月

が

二

一
･
六
尾
と
高
く
な
り
'
九
月
は
八
･
七
尾
'
一

〇
月
は
九

二
二
尾
と
幾
分
低
下
し
て
い
ま
す
｡
銘
柄

別
に
み
る
と
'
漁
期
間
を
通
し
た
値
は
L
L
が
五

･

一
尾
､
L
が
二
･
八
尾
t
M
が
二
二

尾
で
あ
り
'
各

月
の
値
は
L
L
が
三
･
〇
～
五
･
五
尾
､
L
が

一
･
九

～
三

･
五
尾
t
M
が

一

･
一～
一
･
五
尾
の
範
囲
内

に
あ
り
ま
し
た

(表
2
'
図
3
).

2



操
業
当
初
で
あ
る
六
月
に
C
P
U
E
が
低
か
っ
た

の
は
'
操
業
海
域
の
状
況
把
握
の
遅
れ
や
海
域
特
性

に
応
じ
た
漁
具
設
置
技
術
習
得
に
手
間
取
っ
た
こ
と

な
ど
が
影
響
し
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
｡
ま
た
､
九

～

1
0
月
に
幾
分
低
下
し
た
の
は
'
時
化
が
多
く
な

り
'
充
分
な
操
業
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
と
考
え
ら

れ
ま
す
｡

四
､
漁
獲
物
の
甲
幅
組
成

漁
獲
物
の
甲
幅
組
成
を
把
握
す
る
た
め
､
六
月
三

〇
日
､
八
月
三
〇
日
､
一
〇
月
二
〇
日
の
計
三
回
､
各

船
の
各
銘
柄
か

ら
五
〇
尾
を
無

作
為
抽
出
し
て
甲
幅

測
定
が
行
わ
れ
ま
し

た
｡
こ
れ
か
ら
得
ら
れ
た
銘
柄

別
甲
幅
組
成
と
先
に
計
算
さ
れ
た
各
月
の
銘
柄
別
漁

獲
尾
数
と
か
ら
'
各
月
毎
お
よ
び
操
業
期
間
を
通
し

た
漁
獲
物
甲
幅
組
成
を
計
算
し
て
み
ま
し
た
｡
こ
の

際
､
六
月
と
七
月
の
漁
獲
物
甲
幅
組
成
の
計
算
に
は

六
月
三
〇
日
の
'
八
月
と
九
月
は
八
月
三

〇
日
の
､

1
0
月

は
一
〇
月
二
〇
日
の
各
銘
柄
別
甲
幅
組
成
値

を
使
い
ま
し

た
｡

漁
期
間
を
通
し
た
漁
獲
物
甲
幅
組
成
割
合
は
'

1

05
台
が

1
五
%
､

〓

仙
台
が
二
二
%
､

〓

1
5

釧路水試だより 第 82号 (2000.8)

図3 漁獲尾数のCPUEの変化

6月 7月 8月 9月 10月

図4 漁期間中の漁獲物甲幅組成
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表 3 漁獲物の甲幅組成

0

8

6

4

1

1
篭
当
た
り
漁
獲
尾
数

5

0

11

割
合

%

甲 帽 6月 7月 8月 9月 10月 漁期 間

～94 0 1 0 0
～99 1 2 2 2 2 2

～104 5 6 9 8 6 7
～109 7 8 9 8 10 8
～114 11 12 11 9 8 10
～119 16 15 11 9 14 12
～124 17 17 13 13 21 15
～129 10 10 19 21 15 16
～134 10 9 17 20 12 14
～139 8 7 7 8 8 7
～144 8 7 3 3 1 5
～149 4 3 1 1 1 2
～154 3 3 1
～15g l l ∩

100 100 100 100 100 100
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釧路水試だより 第 82号 (2000.8)

台
が
三

1
%
､

二
二
仙
台
が
二

t
%
で
あ
り
'
モ
ー

ド
は
約

一
二

･
五

cm
に
あ
り
ま
し
た
｡
各
月
別
に
み

る
と
､
い
ず
れ
も
甲
幅

一
一
～

二
二
m
台
の
も
の
が

七
〇

～
八
二
%
を
占
め
て
お

り
､
モ
ー
ド
も

二

一
cm

台

と
変
わ
り
ま
せ
ん
が
'
漁
期
が
進
む
に
つ
れ
甲
幅

一
四

･
〇

cm以
上
の
割
合
が
幾
分
低
下
す
る
傾
向
が

み
と
め

ら
れま
し
た
｡
ま
た
最
大
甲
幅
個
体
は

一

五

･
八

川
で
し
た
｡
(蓑
3
'
図
4
㌧
図
5
)

こ
れ
ら
の
結
果
か
ら
'
総
じ
て
現
在
の
と
こ
ろ
顕

著
な
甲
幅
組
成
の
低
下
現
象
は
な
い
と
判
断
さ
れ
ま

す
｡お

わ
リ
に

本
試
験
操
業
の
漁
期
間
を
通
し
た
漁
獲
量
C
P
U

E
(
一
か
ご
当
た
り
漁
獲
量
)
は
六

･
四
kg
で
あ
り
'

道
南
日
本
海
の
平
成
九
年

一
二

･
四
kg
､

一
〇
年

一

図5 甲幅組成の変化
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0

5

0
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t5

'0

5

0

5

0
5

0

5

2

2

1

1
%

七
･
七
kg
へ
日
本
海
北
部
海
域
の
平
成
九
年

一
〇
･
七

kg
'

一
〇
年
九

･
三
kg
と
比
較
す
る
と
へ
そ

の
約
五

分
の
二
か
ら
五
分
の
三
の
値
で
す
｡

ま
た
'
漁
獲
尾
数
C
P
U
E

(
一
か
ご
当
た
り
漁

-#
尾
数
)
で
み
る
と
'
漁
期
間
を
通
し
た
値
は

1
〇
･

〇
尾
で
あ
り
､
日
本
海
北
部
海
域
の
平
成
九
年
二

1
･
四
尾
､

一
〇
年

l
九

･
l
尾
の
二
分
の

l
程
度

で
す
が
'
昭
和

六
1
年
～
平
成
元
年
ま
で
道
南
太
平

洋
海
域
で
行
わ
れ
た
試
験
操
業
で
の
値
で
あ
る
約

〇
･
五
～
二

五
尾
と
比
べ
る
と
高
い
よ
う
で
す
｡
一

方
､
漁
獲
物
サ
イ
ズ
を
み
る
と
'
モ
ー
ド
が

二

一
cm

台
に
あ
り
､
各
月
と
も
甲
幅

1

1-
二
二
5
台
の
個

体
が
七
〇

～
八
二
%
を
占
め
て
い
ま
す
｡
道
南
日
本

海
の
甲

幅
モ
ー
ド
が
平
成

I
〇
年
で
九
五
m
台
と

i

O
O

mnl台
に
'
ま
た
日
本
海

北
部
海
域
が
平
成

l
〇

年
で
二
望
肌
後
で
あ
る
こ
と
か
ら
み
て
'
現
在

の

と
こ
ろ
'
当
海
域
は
他
海
域
と
比
較
し
て
幾
分
大
型

個
体
の
割
合
が
高
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
｡

い
ず
れ
に
し
ろ
'
以
上
の
調
査
結
果
は
､
操
業
海

域
の
状
況
把
握
が
不
充
分
で
､
か
つ
操
業
に
も
不
慣

れ
な
状
況
下
で
な
さ
れ
た
初
年
度
調
査
に
基
づ
い
た

も
の
で
す
｡
平
成

二

一年
以
降
も
可
能
な
か
ぎ
り
試

験
操
業
を
継
続
し
､
さ
ら
に
解
析
資
料
の
蓄
積
'
資

源
実
態
の
把
握
を
続
け
る
べ
き
で
し
ょ
う
｡

最
後
に
'
本
試
験
操
業
を
実
施
す
る
と
と
も
に
､

得
ら
れ
た
資
料
を
快
く
提
供
し
て
下
さ
っ
た
羅
臼
漁

協
関
係
者
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
C

4
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東
京
都
中
央
卸
売
市
場
に
お
け
る

ア
サ
リ
の
取
扱
い
の
推
移
に
つ
い
て

中

川

義

彦

は
じ
め
に

ア
サ
リ
増
殖
場
の
資
源
管
理
や
漁
業
管
理
は
､
資

源
量
調
査
結
果
を
も
と
に
漁
獲
量
を
決
定
し
'
ま
た
､

資
源
量
に
応
じ
た
移
殖
量
'
操
業
日
'

一
日
の
漁
獲

制
限
量
'
操
業
人
数
な
ど
を
ア
サ
リ
の
販
売
単
価
な

ど
市
況
を
も
考
慮
し
て
決
定
し
て
'
実
施
さ
れ
て
い

る
と
思
い
ま
す
｡
ま
た
へ
長
期
的
な
増
殖
場
の
資
源

管
理
や
販
売
の
計
画
を
立
て
る
上
で
販
売
単
価
の
経

年
変
化
や
月
ご
と
の
変
化
の
情
報
を
得
る
こ
と
は
重

要
で
す
｡

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
と
､
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
公
開
さ
れ
て
い
る
各
種
の
情
報
を
容
易
に
入
手

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
｡
水
産
物
に
関
す
る
豊
富
な

情
報
の
発
信
を
通
じ
て
'
社
会
に
開
か
れ
た
市
場
作

り
を
目
指
す
築
地
市
場
協
会
が
情
報
公
開
実
験
の
場

と
し
て
開
設
し
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

｢ザ
･
築
地
市
場
｣

(h
ttp
://w
w
w
.tsuk
iji･m
ark
et.or
.jpJ)
に
ア
ク
セ
ス
し

て
'

最

新

の

市

況
情
報
コ
ー
ナ

ー
を
開
く
と

｢今
日

の
市
況
｣
と
と
も
に

｢水
産
物
価
格
月
報

(水
産
物

入
荷
構
成
表
､
以
後
月
報
)｣
の
画
面
が
飛
び
出
て
き

ま
す
｡
月
報
の
情
報
提
供
は
東
京
都
中
央
卸
売
市
場

経
営
管
理
部
企
画
財
務
課
広
報
係
で
'
統
計
項
目
は
､

水
産
物
で
は
鮮
魚
'
括
魚
類
'
貝
類
'
冷
凍
魚
､
淡

水
魚
'
海
藻
類
へ
加
工
品
の
七
項
目
で
へ
そ
の
統
計

年
は

一
九
九
六
年
か
ら
二
〇
〇
〇
年

(五
月
現
在
'

三
月
ま
で
の
デ
ー
タ
公
開
)
ま
で
'
ま
た
'
統
計
月

は

一
月
か
ら
十
二
月
ま
で
で
す
｡
デ
ー
タ
の
入
手
は

水
産
物
の
種
類
､
統
計
年
'
統
計
月
を
選
ん
で
'
出

力
方
法

(画
面
表
示
ま
た
は
C
S
V
フ
ァ
イ
ル
)
を

選
択
し
て
確
認
ボ
タ
ン
を
押
す
と
'
水
産
物
価
格
月

報
の
表
が
画
面
に
現
れ
ま
す
｡

こ
こ
で
は
本
来
道
東
や
札
幌
な
ど
道
内
の
市
場
の

デ
ー
タ
を
も
と
に
販
売
単
価
の
経
年
変
化
や
月
ご
と

の
変
化
の
情
報
を
紹
介
で
き
れ
ば
良
か
っ
た
の
で
す

が
'
こ
の
よ
う
な
情
報
を
公
開
し
て
い
る
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
'

｢ザ

･築
地
市
場
｣
で
入
手
し
た
東
京
都
中
央
卸
売
市

場
に
お
け
る
ア
サ
リ
の
取
扱
い
の
推
移
に
つ
い
て
紹

介
し
ま
す
｡

な
お
'
こ
こ
で
利
用
す
る
デ

ー
タ
は
'
月
報
の

デ
ー
タ
(東
京
都
中
央
卸
売
市
場
月
報
水
産
物
編
)

か
ら
転
載
し
た
も
の
で
'
貝
類
の

一
九
九
六
年

一

月
か
ら

一
九
九
九
年
十
二
月

(以
後

一
九
*
*
年

と
二
〇
*
*
年
の
一
九
と
二
〇
を
省
略
し
て
*
*
年

と
し
ま
す
)
ま
で
の
生
鮮
貝
類
の
ア
サ
リ
と
む
き
み

ア
サ
リ
へ
冷
凍
貝
類
の
冷
凍
む
き
み
ア
サ
リ

(以
後

ア
サ
リ
'
む
き
み
'
冷
凍
む
き
み
と
省
略
し
ま
す
)
の

入
荷
数
量
と
そ
の
平
均
価
格
で
す
｡
各
月
報
の
デ
ー

タ
は
'
築
地

･
足
立

･
大
田
市
場
の
合
計
し
た
も
の

で
､
平
均
価
格
は
金
額
を
入
荷
数
量
で
割
っ
て
算
出

し
た
も
の
で
す
O

｢

入
荷
数
量

九
六
年

1
月
か
ら
九
九
年
十
二
月
の
入
荷
数
量
を

図

一
に
示
し
ま
し
た
｡
ア
サ
リ
'
む
き
み
お
よ
び
冷

凍
む
き
み
の
合
計
し
た
入
荷
数
量

(以
後
合
計
入
荷

数
量
)
の
最
も
少
な
か
っ
た
の
は
､
九
六
年

一
月
の

四
十
八
万
五
千
七
百
九
十
九
kg
で
､逆
に
最
も
多
か
っ

た
の
は
九
七
年
五
月
の
九
十
三
万
七
千
四
百
六
十
二

kg
で
し
た
｡
ま
た
､
こ
の
間
の
平
均
合
計
入
荷
数

量
は
六
十
七
万
千
七
百
十
五
kg
で
し
た
｡
合
計
入

荷
数
塁
の
変
化
を
み
ま
す
と
各
年
同
じ
パ
タ
ー
ン

で
変
化
し
て
い
る
こ
と
に
ま
ず
気
が
つ
か
れ
る
こ

と
と
思
い
ま
す
O
そ
れ
は
'
合
計
入
荷
数
量
が

1

月
に
最
小
の
値
を
示
し
て
い
て
､
そ
の
後
増
加
し

四
な
い
し
五
月
に
年
最
多
値
と
な
り
､
八
な
い
し

九
月
ま
で
減
少
に
転
じ
､
再
度
増
加
し
'
九
な
い

し
十
月
に
再
度
ピ
ー
ク
を
迎
え
'

一
月
の
年
最
小

値

へ
と
減
少
す
る
パ
タ
ー
ン
で
す
｡
そ
し
て
､
こ

の
パ
タ
ー
ン
が
数
量
的
に
大
き
な
割
合
を
占
め
る

5
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生
鮮
貝
類
の
ア
サ
リ
の
増
減
と
お
な
じ
こ
と
に
気

が
つ
か
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
｡
な
お
'
九
六
年

か
ら
九
九
年
の
四
ヶ
年
の
ア
サ
リ
､
む
き
み
お
よ

び
冷
凍
む
き
み
の
平
均
入
荷
数
量

(平
均
入
荷
数

量
の
割
合
)
は
そ
れ
ぞ
れ
六
十

一
万
九
千
三
十
九
kg

(九
二
･
二
%
)､
一
万
七
千
四
百
九
十
八
kg
(二
･
六

に
最
も
多
か
っ
た
で
す
｡

%
)'
三
万
五
千
百
七
十
七
kg

(五

･
二
%
)
で
す
.

図

一
で
は
む
き
み
と
冷
凍
む
き
み
の
入
荷
数
量
の

ま
た
'
ア
サ
リ
の
入
荷
数
量

(図
二
)
は
九
九
年

l

変
化
が
わ
か
り
づ
ら
い
の
で
､
そ
れ
ぞ
れ
図
三
と
図

月

(四
十
二
万
五
千
二
百
三
十
八
kg
)
に
最
も
少
な

四
に
示
し
ま
し
た
｡
む
き
み
の
入
荷
数
量
は
九
九
年

く
'
九
七
年
五
月

(八
十
七
万
四
千
七
百
八
十
六
kg
)

九
月

(
一
万
六
十
九
kg
)
に
最
も
少
な
く
'
九
六
年

⊂=コ冷媒むきみ⊂=コむきみ
qIqlnアサリ

図一 東京都中央卸売市場のアサリ入荷数量の推移

単位 :2e5=200000

年/月

図二 東京都中央卸売市場の生鮮アサリの入荷数量の推移

琳位 .4.5e5=450000
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四
月

(
二
万
七
千
二
百
三
十
九
kg
)
が
最
も
多
い

月
で
し
た
｡

一
方
､
冷
凍
む
き
み
の
入
荷
数
量
は

九
六
年

一
月

(二
万
千
六
百
九
十
六
kg
)
に
最
も
少

な
く
'
九
九
年

一
月

(五
万
千
九
百
七
十
九
kg
)
に

最
も
多
か
っ
た
で
す
｡

む
き
み
は
ア
サ
リ
の
増
減
と
ほ
ぼ
同
様
な
パ
タ
ー

年
最
小
の
値
が
ア
サ
リ
が

1
月
で
あ
る
の
に
む
き
み

ン
を
示
し
て
い
ま
す
｡
ま
た
､
む
き
み
と
ア
サ
リ
の
人

が
八
月
な
い
し
九
月
で
あ
る
点
で
す
｡

一
方
､
冷
凍

荷
量
に
正
の
高
い
相
関
関
係

(
r
=
〇
･
七

1
七
九
､

む
き
み
は
ア
サ
リ
や
む
き
み
の
よ
う
な
増
減
パ
タ
ー

n
=
四
八
'
有
意
水
準

一
%
)
が
認
め
ら
れ
ま
す
｡
た

だ
'
む
き
み
が
ア
サ
リ
と
明
ら
か
に
異
な
る
の
は
'

ン
を
示
し
て
い
ま
せ
ん
｡

釧路水試だより 第 82号 (2000.8)

図四 東京都中央卸売市場の冷凍むきみアサリの入荷数量の推移
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図五 東京都中央卸売市場の生鮮アサリの平均価格の推移
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図六 東京都中央卸売市場のむきみアサリの平均価格の推移
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二
'
平
均
価
格

九
六
年

一
月
か
ら
九
九
年
十
二
月
の
ア
サ
リ
､
む

き
み
お
よ
び
冷
凍
む
き
み
の
平
均
価
格
を
そ
れ
ぞ
れ

図
五
'
六
'
七
に
示
し
ま
し
た
｡

ア
サ
リ
の
平
均
価
格
は
四
百
二
十
六
～
四
百
八
十

一

図七 東京都中央卸売市場の冷凍むきみアサリの平均価格の推移
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0

6

6

5

5

5

5

5

(B
v
＼
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)

蜜
拳
骨

zk

円
/
kg
の
範
囲
で
変
動
し
､
そ
の
平
均
は
四
百
四
十
八

円
/
kg
で
す
｡
ま
た
､
平
均
価
格
の
増
減
パ
タ
ー
ン

は
ア
サ
リ
の
入
荷
数
量
の
そ
れ
と
は
同
じ
で
は
な
い

よ
う
で
す
｡
た
だ
へ

1
年
の
中
で
比
較
的
入
荷
量
の

少
な
い
十
二
月
か
ら
二
月
と
八
な
い
し
九
月
に
平
均

価
格
が
低
く
'
逆
に
'
入
荷
量
の
多
い
月
の
平
均
単

価
が
高
い
傾
向
を
示
し
て
い
ま
す
｡
ま
た
､
九
九
年

の
千
葉
県
産

(中
サ
イ
ズ
)
の
産
地
価
格
は
三
百
五
十

円
/
kg
で
､
年
間
を
通
し
て
三
月
～
五
月
が
も
っ
と

も
消
費
が
活
発
で
､
購
入
価
格
は

八
百
二
十
円
/
kg

と
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
'

一
年
の
な
か
で
三

月
～
五
月
に
入
荷
量
も
多
く
､
平
均
価
格
も
高
い
も

の
と
考
え
ら
れ
ま
す
｡
ま
た
'
こ
の
時
期
は
'
本
州

で
は
ア
サ
リ
の
旬
で
し
か
も
潮
干
狩
り
の
で
き
る
春

の
大
潮
の
こ
ろ
で
'
ア
サ
リ
は
産
卵
前
の

一
番
身
入

り
が
良
く
お
い
し
い
頃
と
い
え
ま
す
｡

ま
た
'
む
き
み
の
平
均
価
格
は
千
五
百
四
十
二
円

～
二
千
百
六
十
三
円
/
kg
の
範
囲
で
変
動
し
'
そ
の

平
均
値
は
千
八
百
七
十
三
円
/
kg
で
す
｡
ま
た
'
年

に
よ
る
そ
の
増
減
パ
タ
ー
ン
が
異
な
り
'

一
定
の
傾

向
が
見
ら
れ
ま
せ
ん
｡

さ
ら
に
'
冷
凍
む
き
み
の
平
均
価
格
は
五
百
二
十

～
六
百
六
十
四
円
/
kg
の
範
囲
で
変
動
L
t
そ
の
平

均
値
は
六
百
円
/
kg
で
し
た
｡
ま
た
'
年
に
よ
る
平

均
価
格
の
増
減
パ
タ
ー
ン
は
む
き
み
同
様
に

一
定
の

傾
向
が
見
ら
れ
ま
せ
ん
｡
た
だ
､
冷
凍
む
き
み
の
入

荷
数
量
と
平
均
価
格
に
は
や
や
高
い
負
の
相
関
関
係

(
r
=
-
〇
･
七
〇
八
七
t
n
=
四
八
､
有
意
水
準

一

%
)
が
認
め
ら
れ
､
入
荷
数
量
の
多
い
月
は
平
均
価

格
が
低
く
な
る
傾
向
を
示
し
て
い
ま
す
｡
ア
サ
リ
や

む
き
み
に
は
統
計
的
に
入
荷
数
量
と
平
均
価
格
に
有

意
な
相
関
関
係
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
｡

三
､
ア
サ
リ
の
国
内
漁
獲
量
､
価
格
形
成
お
よ
び
輸

入
量

九
八
年
の
漁
獲
量
は
三
万
六
千
八
百
七
ト
ン
で
'

都
道
府
県
別
に
見
ま
す
と
愛
知
県

(
一
万
千
百
八
十
五

ト
ン
)
'
千
葉
県

(八
千
二
十
九
ト
ン
)
'
三
重
県

(三
千
四
百
五
十
五
ト
ン
)'
福
岡
県

(三
千
百
六
十

一

ト
ン
)
､
静
岡
県

(
二
千
三
百
十
八
ト
ン
)'
熊
本
県

(千
八
百
七
十
四
ト
ン
)
の
順
に
多
く
､
北
海
道
の
漁

獲
量
は
千
二
百
七
十
九
ト
ン
で
国
内
漁
獲
量
に
占
め

る
割
合
は
三

･
五
%
で
す
｡
国
内
の
漁
獲
量
は
八
七

年
に
十
万
ト
ン
を
切
っ
た
の
を
契
機
と
し
て
減
少
し
'

九
七
年
に
は
四
万
ト
ン
を
割
り
ま
し
た
｡
こ
の
国
内

漁
獲
量
の
減
少
原
因
つ
い
て
は
本
誌
第
八
十
号
の

｢風
蓮
湖
に
お
け
る
ア
サ
リ
増
殖
場
の
資
源
形
成
と
漁

場
環
境
に
つ
い
て
｣
に
紹
介
し
ま
し
た
の
で
参
照
し

て
く
だ
さ
い
｡
な
お
'
農
林
水
産
省
統
計
情
報
部
が

〇
〇
年
四
月
二
十
五
日
に
公
表
し
た
平
成
十

一
年
度

漁
業
･
養
殖
業
生
産
量

(概
数

-
単
位
は
千
ト
ン
で

公
表
)
に
よ
り
ま
す
と
へ
ア
サ
リ
は
対
前
年
差
四
千

ト
ン
増

(対
前
年
比

1
1
1
%
)
の
四
万
千
ト
ン
と

の
こ
と
で
'
漁
獲
量
の
減
少
傾
向
に
歯
止
め
が
か

か
っ
た
の
か
ど
う
か
は
今
後
の
推
移
を
注
目
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
え
ま
す
｡
公
表
さ
れ
た
概
数
を

8
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都
道
府
県
別
に
見
ま
す
と
愛
知
県

(
一
万
ト
ン
)
'
三

重
県

(七
千
ト
ン
)'
千
葉
県

(六
千
ト
ン
)'
福
岡

県

(五
千
ト
ン
)'
熊
本
県

(三
千
ト
ン
)へ
静
岡
県

(
二
千
ト
ン
)
の
順
に
多
く
'
北
海
道
は
千
ト
ン
で

す
｡
概
数
は
百
ト
ン
の
位
で
四
捨
五
入
し
て
い
ま
す

の
で
'
北
海
道
は
千
五
百
ト
ン
を
割
っ
て
い
る
も
の

と
思
わ
れ
ま
す
｡
主
産
地
も
健
闘
す
る
中
で
特
に
三

重
県
'
福
岡
県
お
よ
び
熊
本
県
の
増
加
が
著
し
く
､

こ
の
こ
と
が
漁
獲
量
を
四
千
ト
ン
増
加
さ
せ
た
要
因

と
い
え
そ
う
で
す
｡

九
〇
年
か
ら
九
四
年
で
は
､
産
地
価
格

(全
国
平

均
)

で
三
百
四
～
三
百
四
十
二
円
/
kg
'
十
大
都
市

消
費
地
市
場
価
格
で
三
百
九
十
七
～
四
百
五
十
円
/

kg
t
消
費
価
格
で
七
百
三
十
二
～

八
百
四
十
六
円
/

kg
で
あ
る
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
｡
ま
た
'
輸
入
物

の
価
格
は
､
国
内
産
全
国
平
均
の
二
分
の

一
程
度
で
､

国
内
漁
獲
量
が
減
少
傾
向
に
あ
る
な
か
'
輸
入
量
が

総
供
給
量

(需
要
)
を
埋
め
る
形
に
な
っ
て
い
ま
す
｡

さ
ら
に
'
輸
入
量
は
八
八
年
以
前
は
不
明
で
す
が
､

輸
入
量

(五
万
九
千
三
百
七
十
三
ト
ン
)
が
九
三
年

に
国
内
漁
獲
量

(五
万
七
千
三
百
五
十
六
ト
ン
)
を

は
じ
め
て
上
回
っ
て
い
ま
す
が
､
輸
入
量
の
増
大
を

要
因
と
し
て
産
地
価
格
が
低
下
す
る
状
況
に
は
な
ら

な
か
っ
た
よ
う
で
す
｡

一
方
'
産
地
価
格
は
'
需
給
関
係
と
と
も
に
サ
イ

ズ
､
品
質
や
出
荷
先
等
を
主
要
因
と
し
て
形
成
さ
れ

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
｡
ま
た
'
加
工
材
や
種
苗
と

し
て
利
用
さ
れ
る
小
型
貝
に
比
べ
'
主
に
食
材
に
利

用
さ
れ
る
大
型
貝
で
価
格
が
高
く
､
資
源
管
理
や
漁

獲
の
経
済
性
の
両
面
か
ら
小
型
貝
を
保
護
し
'
大
型

貝
を
選
択
的
に
漁
獲
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
い

え
ま
す
｡
さ
ら
に
'
同
サ
イ
ズ
で
も
砂
抜
き
の
良
否
へ

貝
の
洗
浄
状
況
､
貝
割
れ
の
状
況
な
ど
の
品
質
も
価

格
に
影
響
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
｡
し
た
が
っ
て
'

高
品
質
大
型
貝
の
生
産
を
図
る
な
ど
'

一
層
の
品
質

管
理
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
｡
さ
ら
に
､

漁
協
系
統
が
流
通
に
関
与
し
て
い
る
地
域
で
は
､
価

格
が
高
く
な
る
傾
向
に
あ
り
､
漁
協
の
集
出
荷
体
制

を
確
立
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い

ま
す
｡

一
方
'
〇
〇
年
四
月
二
十
四
日
付
け
日
刊
水
産
経

済
新
聞
は
'
九
八
年
で
は
総
供
給
量
の
七
割
弱

(棉

入
量
が
七
万
四
千
百
十
四
ト
ン
)
を
輸
入
物
が
占
め

て
い
て
､
そ
の
九
九
%
を
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和

国

(二
万
七
千
九
百
五
十
四
ト
ン
'
以
後
北
朝
鮮
)'

中
華
人
民
共
和
国

(三
万
千
百
九
十
六
ト
ン
､
以
後

中
国
)､
大
韓
民
国

二

万
四
千
九
百
五
十
三
ト
ン
'

以
後
韓
国
)
が
占
め
て
い
る
こ
と
､
ま
た
'
輸
入
物

の
価
格
は
韓
国
産
が
二
百
六
十
円
/
kg
で
､
中
国

･

北
朝
鮮
産
が
百
六
十
～
百
七
十
円
/

kg
で
あ
る
こ
と
'

さ
ら
に
今
後
の
対
日
供
給
の
鍵
は
価
格
と
輸
入
量
か

ら
見
て
中
国
と
北
朝
鮮
に
あ
る
こ
と
を
報
じ
て
い
ま

す
｡九

九
年
に
漁
獲
量
が
対
前
年
差
四
千
ト
ン
の
増
加

が
報
告
さ
れ
'
漁
獲
量
の
減
少
傾
向
に
歯
止
め
が
か

か
っ
た
の
か
ど
う
か
は
今
後
の
推
移
を
見
な
い
と
な

り
ま
せ
ん
が
'
依
然
と
し
て
漁
獲
量
は
総
供
給
量

(需
要
)
を
下
回
っ
て
お
り
'
し
か
も
'
ア
サ
リ
の
総

供
給
量
は
こ
の
十
年
間
ほ
ぼ
十
万
-
十

1
万
ト
ン
台

で
推
移
し
て
き
い
る
こ
と
か
ら
'
輸
入
量
が
総
供
給

量
を
埋
め
る
形
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
今
後
も
続
く

も
の
と
推
測
さ
れ
ま
す
｡
し
た
が
っ
て
'
生
鮮
ア
サ

リ
の
価
格
は
基
本
的
に
は
当
分
国
内
漁
獲
量
と
輸
入

量
の
推
移
の
な
か
で
形
成
さ
れ
て
い
く
も
の
と
考
え

ら
れ
ま
す
｡

お
わ
リ
に

ア
サ
リ
の
消
費
の
拡
大
を
図
る
こ
と
は
'
ア
サ
リ

の
増
産
と
高
単
価
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
ま
す
｡

一
方
'
資
源
量
調
査
は
'
単
に
漁
獲
量
を
決
め
る
だ

け
で
は
な
く
､
ア
サ
リ
増
殖
の
前
提
と
な
る
い
ろ
い

ろ
な
情
報
へ
さ
ら
に
､
天
然
漁
場
や
増
殖
場
の
管
理

と
生
産
漁
獲
計
画
を
立
て
る
う
え
で
'
重
要
な
調
査

で
す
｡
そ
し
て
､
資
源
量
調
査
結
果
や
漁
場
環
境
調

査
結
果
な
ど
を
も
と
に
漁
場
の
類
型
化

･
区
画
化

(い
わ
ば
倉
庫
化
)
を
図
り
'
資
源
量
の
状
況
'
稚
貝

発
生
状
況
'
各
区
画
で
の
季
節
的
な
成
長

･
身
入
り

状
況
さ
ら
に
操
業
日
誌
を
も
と
に
し
て
適
切
な
資
源

診
断
が
実
施
で
き
る
と
'
ど
の
倉
庫
に
'
ど
の
よ
う

な
ア
サ
リ
が
'
ど
れ
だ
け
在
庫
し
て
い
る
か
な
ど
の

情
報
が
得
ら
れ
'適
切
な
在
庫
管
理
が
可
能
と
な
り
'

ア
サ
リ
の
増
産
と
高
単
価
へ
つ
な
が
る
も
の
と
い
え

ま
す
｡

農
林
水
産
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

(http://
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w
w
w
.m
aff
.go
.jpJw
w
w
＼p
oticyJp
o
licy
.h
tmi
)
に

｢農

林
物
質
の
規
格
化
及
び
品
質
表
示
の
適
正
化
に
関
す

る
法
律

(
JAS法
)
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
に
つ
い

て

(九
九

年
七
月
改
正
)｣
が
九
九
年
九
月
付
け
で
公

表
さ
れ
て
い
ま
す
｡
こ
の
な
か
で
は
改
正
の
趣
旨
と

そ
の
概
要
を
示
し
て
い
て
'
概
要
の

〓

)
食
品
の

表
示
の
充
実
強
化
に

｢
t
般
消
費
者
向
け
の
す
べ
て

の
飲
食
料
品
を
晶
質
表
示
基
準
の
対
象
に
す
る
と
と

も
に
'
そ
の
中
で
'
す
べ
て
の
生
鮮
食
料
品
に
つ
い

て
原
産
地
表
示
を
行
う
よ
う
措
置
す
る
｣
と
あ
り
ま

す
｡
そ
し
て
､
〇
〇
年
七
月

一
日
か
ら
生
鮮
食
品
に

品
質
表
示
基
準

に
よ
る
原
産
地
表
示
が
製
造
者
ま
た

は
販
売
者
に
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
｡
水
産
物
の
晶

質
に
関
L
t
販
売
業
者
が
表
示
す
べ
き
項
目
は

｢名

称
｣へ
｢原
産
地
｣､
｢解
凍
も
の
の
表
示
｣､
｢養
殖
も

の
の
表
示
｣
で
す
｡
輸
入
物
は

｢原
産
地
｣
と
し
て

原
産
国
名

(輸
出
国
名
)
を
記
載
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
｡
こ
れ
に
､
水
域
名
も
併
記
出
来
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
｡
な
お
､
｢養
殖
｣
と
は

｢幼
魚
等

を
重
量
の
増
加
ま
た
は
品
質
の
向
上
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
'
出
荷
す
る
ま
で
の
間
'
給
餌
す
る
こ

と
に
よ
り
育
成
す
る
こ
と
｣
と
定
義
し
て
い
ま
す
｡

水
産
業
界
で
の

｢養
殖
｣
と
は
異
な
っ
て
お
り
'
た

と
え
ば
､
の
り
は
養
殖
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
す
が
t

JAS法上
は
養
殖
も
の
と
の
表
示
は
し
な
い
こ
と
に

なってい
ま
す

(日
本
水
産
物
輸
入
協
会

-
h
ttp
://

www.sui
sanyun
yu
.or.jpJh
d
e
x.htmi
)O
原
産
地
表
示

が
今
後
の
生
鮮
ア
サ
リ
の
流

通
に
ど
の
よ
う
に
関

わ
っ
て
来
る
の
か
関
心
の
あ
る
と
こ
ろ
で
す
｡

な
お
､
こ
こ
で
引
用
し
ま
し
た
デ
ー
タ
は
､
す
べ

て
〇
〇
年
四
月
二
十
五
日
以
前
の
も
の
で
､
本
文
は

〇
〇
年
五
月

一
日
に
脱
稿
し
た
も
の
で
す
｡

(な
か
が
わ
よ
し
ひ
こ

釧
路
水
産
試
験
場
資
源
増
殖

那
)
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魚
体
自
動
選
別
機
の
導
入
に
よ
る
高
品
質
干
し

し
し
ゃ
も
製
品
の
開
発
試
験
の
結
果
に
つ
い
て

船

岡

佐
々
木

釧
路
水
産
試
験
場
で
は
､
平
成
十

一
年
度
の
水
産

高
付
加
価
値
化
技
術
開
発
試
験
と
し
て
'
高
品
質
干

し
し
し
ゃ
も
製
品
の
開
発
試
験
を
行
い
ま
し
た
の
で
'

そ
の
結
果
に
つ
い
て
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
｡

シ
シ
ャ
モ
は
皆
さ
ん
よ
く
ご
存
知
の
よ
う
に
､
北

海
道
の
太
平
洋
沿
岸
だ
け
に
生
息
す
る
日
本
固
有
種

で
あ
り
'
十
勝
へ
釧
路
の
両
支
庁
が
主
産
地
で
､
干

し
し
し
ゃ
も

(
1
夜
干
し
)
な
ど
に
加
工
さ
れ
'
沿

岸
地
域
の
特
産
品
と
な
っ
て
お
り
ま
す
o
L
か
L
t

L
し
ゃ
も
は
短
期
間
に
集
中
し
て
水
揚
げ
さ
れ
る
こ

と
と
'
鮮
度
低
下
が
速
く
t
か
つ
'
加
工
処
理
中
に
､

手
作
業
に
よ
る
雌
は
八
段
階
'
雄
は
三
段
階
の
選
別

が
必
要
で
あ
る
た
め
､
微
生
物
に
よ
る
汚
染
が
心
配

さ
れ
､
迅
速
な
加
工
処
理
が
必
要
と
さ
れ
て
お
り
ま

す
｡
ま
た
､
干
し
し
し
ゃ
も
の
製
造
技
術
は
､
加
工

業
者
個
々
の

｢経
験
と
勘
｣
に
頼
る
と
こ
ろ
が
大
き

く
'
製
品
の
塩
味
や
乾
燥
度
合
い
の
バ
ラ
ツ
キ
が
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
｡
こ
の
た
め
､
水
産
庁
の
補
助

事
業
で
あ
る

｢水
産
物
の
高
付
加
価
値
技
術
開
発
｣

の
中
で
高
品
質
な
干
し
し
し
ゃ
も
製
品
を
製
造
す
る

図 1 シシャモ自動選別機の概要

原料処理量 :約120尾/分

重量範囲幅 :1g以上

最小重量単位 :0.1g

輝

幸

･
飯

田

訓

之

政

則

一 1 日 -
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図2 自動選別機導入による作業工程の改良

従来法 一一一一ト自動選別機導入による作業工程の改良
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た
め

｢シ
シ
ャ
モ
自
動
選
別
機
｣
を
地
元
水
産
機
械

メ
ー
カ
ー

(株
式
会
社
ニ
ッ
コ
ー
)
と
共
同
し
て
開

発
し
'
事
業
主
体
で
あ
る
釧
路
市
漁
業
協
同
組
合
に

設
置
し
ま
し
た
｡

今
回
の
事
業
で
導
入
さ
れ
た
シ
シ
ャ
モ
自
動
選
別

機
の
概
要
は
図
1
と
写
真
1

･
2
に
示
し
ま
す
が
'

一
分
間
に
百
二
十
尾
の
シ
シ
ャ
モ
を
十
種
類
の
重
量

サ
イ
ズ
別
に
選
別
す
る
と
い
う
能
力
を
も
っ
て
い
る

機
械
で
す
｡
試
験
の
内
容
は
'
魚
体
の
サ
イ
ズ
別
塩

噴
け
方
法
お
よ
び
乾
燥
時
間
と
製
品
歩
留
り
と
の
関

係
を
中
心
に
試
験
を
行
い
､
製
品
の
塩
味
や
乾
燥
度

合
い
が
均

一
と
な
る
製
造
条
件
を
明
ら
か
に
し
て
ま

い
り
ま
し
た
｡

図
2
に
釧
路
市
漁
業
協
同
組
合
に
お
け
る
干
し
し

し
ゃ
も
製
造
工
程
の
従
来
法
と
自
動
選
別
機
導
入
に

よ
る
作
業
行
程
の
改
良
に
つ
い
て
示
し
ま
し
た
｡
こ

の
図
で
お
分
か
り
の
よ
う
に
従
来
'
雌
雄
と
雌
の
大
'

中
､
小
を
人
手
に
よ
っ
て
長
時
間
選
別
作
業
に
と
ら

わ
れ
て
い
ま
し
た
が
'
自
動
選
別
機
の
導
入
に
よ
っ

て
､
人
手
に
触
れ
る
こ
と
も
な
く
t
か
つ
'
多
数
に

わ
た
る
サ
イ
ズ
別
選
別
が
短
時
間
で
可
能
と
な
る
た

め
'
微
生
物
汚
染
の
抑
制
の
上
か
ら
も
有
効
と
考
え

ら
れ
ま
す
｡

次
に
､
従
来
法
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
製
品
の
塩
分

と
水
分
を
測
定
し
た
結
果
を
図
3
に
示
し
ま
す
が
､

魚
体
重
量
の
違
い
に
よ
っ
て
'
水
分
で

一
〇
%
'
塩

分
で

一
%
以
上
の
差
異
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
｡
そ
こ

で
魚
体
重
量
の
違
い
に
よ
る
塩
水
潰
け
直
後
の
塩
分

12



図3 釧路市漁協製品の塩分と水分

栄

5}
(%
)I
IO
I
I

0

0

0

0

7

6

5

4

●● ○♪ 一.一 ♂
CI一

●

05 10 15202530
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を
測
定
し
て
み
た
と
こ
ろ
図
4
に
示
す
よ
う
に
､
飽

和
塩
水
八
秒
間
潰
け
込
み
で
〇
･
五
%
の
差
異
が
乾

燥
工
程
前
に
生
じ
て
お
り
'
ま
た
､
魚
体
重
量
と
乾

燥
歩
留
り
の
関
係
を
図
5
に
示
し
ま
す
が
､
乾
燥
歩

留
り
も
魚
体
重
量
の
相
違
に
よ
っ
て
乾
燥
時
間
が
異

な
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
ま
し
た
｡

以
上
の
結
果
か
ら
､
消
費
者
に
好
ま
れ
る
干
し
し

し
ゃ
も
製
品
と
い
わ
れ
る
塩
分
二
%
'
水
分
六
五
%

を
目
標
に
し
て
'
自
動
選
別
機
に
よ
る
重
量
選
別
お

よ
び
乾
燥
時
間
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
よ
る
乾
燥
試
験
を

四
区
分
に
つ
い
て
行
い
､
そ
の
結
果
を
表
Ⅰ
に
示
し

ま
し
た
O
こ
の
結
果
､
選
別
機
能
が
優
れ
て
い
る
こ

と
と
'
乾
燥
歩
留
り
七
〇
%
に
要
す
る
時
間
の
設
定

釧路水試だより 第82号 (2000.8)

図4 魚体重と塩水漬け直後の塩分との関係

○飽和塩水8秒 ●飽和塩水20秒- ●● ●

●○○

10 15 20 25 30 35

魚体重(g)

図5 魚体重と乾燥歩留の関係
(飽和塩水漬け-除湿乾燥機18℃で乾燥)
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表 1 自動選別機による重量選別および乾燥時間コントロールによる乾燥試験結果

重量範囲設定値(q) 選別後 (q) l設定乾燥時間l (h)*1 乾燥歩留(%)*2

8

2

6

0

(Ll)

匝皆
磐
城

の 10-12.5 12.4 10.2 ll.7 4.0 71.8 68.0 69.8
a 12.5-15 - - - - - - -
a 15-17.5 - - - - - - -

a 17.5-20 19.9 17.6 19.1 7.0 73.5 69.1 70.8
a 20-22.5 - - - - - - -
⑥ 22.5-25 - - - - - - -

の 25-27.5 27.6 25.0 26.1 9.5 71.1 67.1 69.4
A 27.5-30 - - - - - - -
A 30-32.5 - - - - - - -

*1乾燥歩留を70%とし､図5から乾燥時間を設定した

*2飽和塩水中に8秒間漬け込み後､除湿乾燥機 日8℃)により乾燥した
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釧路水武だより 第 82号 (2000.8)

が
容
易
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
｡
ま
た
､
乾

燥
時
間
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
よ
る
製
品
の
塩
分
と
水
分

に
つ
い
て
も
図
6
に
示
し
ま
す
が
､
設
定
が
可
能
で

あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
｡

ま
た
､
魚
体
の
大
き
さ
を
手
で
選
別
し
た
も
の
と
､

自
動
選
別
機
に
よ
っ
て
選
別
し
た
も
の
に
つ
い
て

一

般
生
菌
数
を
測
定
し
て
み
ま
し
た
が
'
表
2
が
示
す

よ
う
に
選
別
機
で
選
別
し
た
も
の
が
菌
数
が
少
な
い

傾
向
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
｡

本
試
験
の
結
果
､
干
し
し
し
ゃ
も
と
し
て
均

一
な

味
や
'
乾
燥
度
合
い
を
持
つ
製
品
を
製
造
す
る
た
め

に
は
､
塩
水
漬
け
お
よ
び
乾
燥
前
の
魚
体
の
サ
イ
ズ

別
選
別
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
が
､

自
動
選
別
機
の
導
入
は
'
計
量
す
る
重
量
の
正
確
さ

と
迅
速
選
別
を
可
能
と
し
､
高
品
質
干
し
し
し
ゃ
も

の
製
造
に
は
有
効
な
方
法
で
あ
る
と
い
え
ま
し
ょ
う
｡

図6 乾燥時間コントロールによる製品塩分と水分

7k
f}(
%
)

●

5

0

6

6

▲
'
-

ー

l

,

ー

l
T

ー

▲
▼

ト

10-12.5 17.5-20 25-27.5 32.5-35

魚体重(g)

表 2 選別 (重量)方法の違いによる一般生菌数

3

2

1

-
(A
)
S

朝

0

選別方法 原料 原魚 →E ] 選別前 選別後

人手による選別(従来法) 生 1.1×104 3.6×103 2.7×103
冷凍 1.0×104 1.0×103 4.9×102
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水

産

物

の
に

お

い

西

田

孟

は
じ
め
に

日
常
生
活
の
中
で
'
に
お
い
は
非
常
に
重
要
な
意

味
を
持
っ
て
い
ま
す
｡
無
機
質
以
外
ほ
と
ん
ど
全
て

の
物
質
や
空
間

(環
境
)
は
そ
れ
ぞ
れ
固
有
の
に
お

い
が
あ
る
か
'
ま
た
は
付
着
し
､
発
し
て
い
ま
す
｡
私

達
は

1
定
レ
ベ
ル
以
上
の
に
お
い
の
量
や
強
さ

(閥

値
'
刺
激
性
)
を
喚
覚
器
官
で
感
じ
ま
す
｡
に
お
い

に
は
好
い
に
お
い

(芳
香
)
も
あ
れ
ば
嫌
な
に
お
い

(悪
臭
)
も
あ
り
'
ま
た
食
や
性
行
動
誘
因
物
質
な

ど
'
千
差
万
別
で
す
が
'
そ
の
多
く
は
多
数
の
揮
発

性
化
合
物
が
混
じ
っ
て
お
り
'
そ
の
主
体
は
い
く
つ

か
の
化
合
物
か
ら
成
る
の
が
普
通
で
す
｡
有
機
物

(食
品
)
で
は
そ
こ
か
ら
生
成
さ
れ
る
に
お
い
が
固
有

の
に
お
い
で
､
食
品
の
品
質
や
お
い
し
さ

(生
理
的

に
食
欲
を
そ
そ
る
)
と
も
深
く
関
わ
っ
て
い
ま
す
｡

ま
た
主
観
に
よ
る
､
に
お
い
の
特
徴
の
表
し
方
も

様
々
で
す
｡
に
お
い
を
試
験
す
る

(臭
い
喚
ぎ
'
ス

ニ
ッ
フ
ィ
ン
グ
)
に
は
人
間
の
鼻
が

一
番
で
､
機
器

で
は
そ
の
分
離
成
分

(化
合
物
)
を
同
定
し
ま
す
O
機

器
分
析
で
は
揮
発
性
化
合
物
の
感
度
が
異
な
り
､
ク

ロ
マ
ト
グ
ラ
ム
の
ピ
ー
ク
の
大
き
さ
と
ス
ニ
ッ
フ
ィ

ン
グ
に
よ
る
ピ
ー
ク

(感
度
)
と
は
必
ず
し
も

一
致

し
ま
せ
ん
｡

に
お
い
を
表
す
言
葉
と
し
て
フ
レ
ー
バ
ー
'
オ

ド
ー
ル
'
匂
い
'
臭
い
､
臭
気
'
香
気
'
香
り
'
薫

り
'
か
お
り
な
ど
が
あ
り
､
に
お
い
は
好
悪
共
に
ま

た
'
か
お
り
は
好
ま
し
い
意
味
で
用
い
ら
れ
ま
す
｡

そ
こ
で
水
産
物
の
に
お
い
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
｡

に
お
い
成
分
の
種
類

水
産
物
に
も
様
々
な
に
お
い
が
存
在
し
､
あ
る
い

は
感
知
さ
れ
ま
す
｡
そ
の
主
な
成
分

(区
分
)
は
以

下
の
よ
う
で
す
が
'
各
成
分
に
は
そ
れ
ぞ
れ
特
徴
が

あ
り
ま
す
｡
ア
ル
デ
ヒ
ド
'
ケ
ト
ン
類
は
カ
ル
ボ
ニ

ル
化
合
物
と
も
い
わ
れ
'
脂
肪
酸
か
ら
分
解
生
成
さ

れ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
｡
ア
ル
デ
ヒ
ド
類
は
ほ
と

ん
ど
悪
臭
の
原
因
物
質
で
､
ケ
ト
ン
'
ア
ル
コ
ー
ル

中
性
成
分

(ア
ル
デ
ヒ
ド
､
ケ
ト
ン
､
エ
ス
テ
ル
'
ア
ル
コ
ー
ル
類
な
ど
)

酸
性
成
分

(有
機
酸
､
低
沸
点
カ
ル
ボ
キ
シ
ル
化
合
物
な
ど
)

塩
基
性
成
分
(ア
ン
モ
ニ
ア
､低
級
ア
ミ
ン
､ポ
リ
ア
ミ
ン
頬
な
ど
)

硫
黄
化
合
物

(硫
化
水
素
､
チ
オ
ー
ル
､
チ
オ
エ
ー
テ
ル
類
な
ど
)

類
も
芳
香
性
を
持
つ
も
の
が
あ
る
も
の
の
'
不
快
臭

の
原
因
と
な
り
ま
す
｡
ア
ル
デ
ヒ
ド
'
ア
ル
コ
ー
ル

類
は
異
性
体

(I
iso
.IC
is
(Z)
.I
tran
S
(e
))
を
持

ち
'
分
子
構
造
が
異
な
れ
ば
'
に
お
い
も
当
然
へ
異

な
り
ま
す
｡

1
般
的
に
は
､
分
子
量
が
小
さ
い
低
沸

点
化
合
物
は
揮
発
性
に
お
い
て
間
借
が
小
さ
く
'
刺

激
臭
が
し
'
分
子
量
の
大
き
な
高
沸
点
化
合
物
は
開

催
が
大
き
く
､
こ
も
っ
た
臭
い
が
し
ま
す
｡

生
鮮
度
低
下
や
タ
ン
パ
ク
質
の
自
己
消
化
､
ま
た

エ
キ
ス
成
分
な
ど
で
ア
ミ
ノ
酸
か
ら
生
成
さ
れ
る
脱

炭
酸
物
で
あ
る
ア
ミ
ン
類
や
ア
ン
モ
ニ
ア
な
ど
は
水

産
物
が
嫌
わ
れ
る
最
も
大
き
な
原
因
物
質
の
一
つ
で
'

い
わ
ゆ
る
嫌
な
特
異
的
臭
い
が
し
ま
す
｡
ま
た
リ
ボ

ソ
ー
ム
な
ど
に
見
出
さ
れ
た
ポ
リ
ア
ミ
ン

(プ
ト
レ

シ
ン
ー
ス
ペ
ル
ミ
ジ
ン
ー
ス
ペ
ル
ミ
ン
)
は
抗
酸
化

作
用
の
他
へ
種
々
の
生
理
'
薬
理
作
用
が
あ
り
ま
す
｡

含
硫
黄
タ
ン
パ
ク
質
の
分
解

(腐
敗
)
な
ど
か
ら

生
じ
る
硫
黄
化
合
物
は
い
わ
ゆ
る
磯
の
香
り
で
'
ぷ

ん
と
鼻
を
つ
く
特
有
の
臭
い
で
す
｡
そ
の
メ
ル
カ
プ

タ
ン

(R･
SH
)､
サ
ル
フ
ァ
イ
ド

(R
L･S･R
2)
は
悪
臭

と
な
り
ま
す
｡

に
お
い
の
生
成
要
因

に
お
い
の
生
成
要
因
と
し
て
以
下
の
こ
と
が
考
え

ら
れ
ま
す
｡
先
に
触
れ
た
よ
う
に
'
水
産
物
に
は

様
々
な
に
お
い
が
存
在
し
'
そ
れ
ら
の
う
ち
あ
る
も

の
は
種
に
特
徴
的
な
'
さ
ら
に
肉
､
皮
部
'
内
臓
'
生

殖
腺
な
ど
部
位
に
よ
り
差
異
が
み
ら
れ
ま
す
｡
そ
し

稚
固
有
(種
特
異
性
､
部
位
)

棲
息
環
境

(付
蕃
性
､
接
触
性
)

生
体
性
状
変
化

(成
分
変
化
､
生
鮮
度
低
下
､
発
酵
､
熟
成
､
塩
漬
､
乾

燥
､
く
ん
製
､
蒸
煮
､
ば
い
焼
な
ど
､
各
種
処
理
加
工
に
よ
る
変
化
)

て
同
じ

種

で
も

例

え
ば

増

養
殖

漁

業

の
よ
う

に
'

生
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育
場
所
'
餌
飼
料
な
ど
に
よ
り
､
あ
る
い
は
廃
水
'
ヘ

ド
ロ
'
石
油
な
ど
に
よ
る
汚
染
や
水
産
物
の
取
扱
い

な
ど
外
的
原
因
で
に
お
い
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
｡
ま
た
水
産
食
品
の
に
お
い
は
く
ん
製
や
漬
物
類
'

ば
い
焼
な
ど

一
部
を
除
き
､
そ
の
多
く
が
水
産
物
の

成
分
変
化
に
因
る
も
の
で
す
｡

苗
劃

(
C
H
3
)
3
N
O

-

(
C
H
3
)
3N

J
M
A
O

J
M
A

L

堺

洲

(
C
H
3
)2
N
H

+

H
C
H
O

D
M
A

FA
(7
k
J
L/
A

7
JT
f

EF

)

拝
聴
柵

蘇
T
lC
J:
か
T
tJ
J*
f

JT
7

川
V

j
･廿
で
丁

(

TMAO)
Bg掛
声
砂
蕃

8

時
帝

に
お
い
の
除
去
､
低
減
化
お
よ
び
マ
ス
キ
ン
グ

水
産
物
加
工
の
上
で
嫌
な
臭
い
を
消
す
こ
と
は
重

要
な
問
題
で
す
O
接
触
や
付
着
臭
を
除
く
こ
と
は
難

し
い
場
合
も
あ
る
も
の
の
､
水
洗
な
ど
に
よ
り
比
較

的
容
易
で
す
｡
し
か
し
'
臭
い
成
分
は
生
物
体

(水

産
物
)
の
代
謝

(生
合
成
お
よ
び
生
分
解
)
生
成
物

で
あ
り
'
全
て
除
去
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
す
｡
そ

こ
で
特
徴

(特
異
)
的
成
分
を
除
く

(部
分
的
に
)
方

法
と
し
て
'
部
位
そ
の
も
の
の
除
去
お
よ
び
酵
素
処

理
が
あ
り
ま
す
｡
酵
素
処
理
は
例
え
ば
'
ア
ル
コ
ー

ル
デ
ヒ
ド
ロ
ゲ
ナ
ー
ゼ
作
用
で
ア
ル
デ
ヒ
ド
を
等
価

の
ア
ル
コ
ー
ル
に
還
元
す
る
｡
た
だ
水
素
供
与
体

(NA
DH
,NA
DPH
)
が
高
価
な
こ
と
も
あ
り
'
実
用
化
に

は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
｡
ま
た
植
物
由
来
酵
素
液
を
添

加
し
た
漬
物
類
で
臭
い
が
低
減
さ
れ
て
い
ま
す
｡

酵
素
的
処
理
(酵
母
や
酵
素
分
解
)

物
理
的
処
理

(に
お
い
部
位
の
除
去
)

水

(塩
水
)
晒
し

牛
乳
や
調
味
料

(味
噌
､
醤
油
､
米
糠
'
酒
粕
'
酒
'
ビ
ー
ル
､

ワ
イ
ン
な
ど
ア
ル
コ
ー
ル
類
)

包
接
化
合
物

(各
社
シ
ク
ロ
デ
キ
ス
ト
リ
ン
)

吸
着
作
用

(吸
着
脱
臭
剤
)

く
ん
煙
処
理

(く
ん
煙
成
分
､
フ
レ
ー
バ
ー
)

表 1 根 室 海 峡 産 秋 サ ケ の ラ ンク､性別および部位別の 臭 い の 官 能 評 価

No.ランク 性別 背肉 (普通肉) 皮部 (粘午物を含む)

l ギンケ ♂ -- わずかに加軌奥 - わずかに生ぐさ央

2 (肉色､赤色) ♀ 一一 わずかにり二様､加熱臭 一一 わずかに魚奥

3 Aブナ ♂ - ギンケとほとんど同じ + 弱い生ぐさ央

4 ♀ - ギンケより加熱臭がやや強い - わずかに魚臭､ギンケと同じ

5 Bフナ ♂ - ウニ様､加熱臭 + 生('さ臭

6 (肉色､赤色) ♀ 一 つ二様､加熱臭 ± 弱い生ぐさ臭

7 Cブナ ♂ - わずかに加熱臭 + 生ぐさ臭

8 ♀ - わずかにゆで卵様､加熱臭 ± 弱い生(.さ臭

9 川フナ ♂+ ややむっとくる臭い､加熱臭+α+ 強い生ぐさ臭､せい奥様､不快臭

10 ♀ ± 採取時､明らかに生ぐさ臭､魚央 ++ せい異様､強い生ぐさ臭

と異なる特有の臭い､ゆで卵様

臭いの強さ -弱い -やや弱い ±普通､魚臭 +やや強い､生ぐさ臭 †+強いせい奥様異臭

そ
の
他
に
シ
ク
ロ
デ
キ
ス
ト
リ
ン
は
肉
に
混
ぜ
込

ん
で
ア
ル
デ
ヒ
ド
類
を
ほ
ぼ
完
全
に
包
み
込
み
､
消

臭
効
果
が
あ
り
ま
す
｡
ま
た
各
種
調
味
料
や
く
ん
煙

は
マ
ス
キ
ン
グ
作
用
が
あ
り
ま
す
｡

に
お
い
の
分
析
お
よ
び
官
能
評
価

ヘ
ッ
ド
ス
ペ
ー
ス

(H
SV
)
法
以
外
'

1
般
的
に
､

に
お
い
の
分
析
に
は
ま
ず
捕
集
す
る
こ
と
か
ら
始
め

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
Q
そ
し
て
ガ
ス
ク
ロ
マ
ト
グ

ラ
フ
質
量
分
析
計

(G
C-MS)
分
析
お
よ
び
コ
バ
ッ
ツ

イ
ン
デ
ッ
ク
ス
(K
Z)
に
よ
る
成
分
の
同
定
を
L
t
そ

の
特
定

(特
徴
成
分
､
成
分
調
合
､
閥
値
)
を
し
ま

す
｡
ま
た
､
官
能
評
価
に
つ
い
て
も
い
ろ
い
ろ
な
方

法
が
あ
り
ま
す
｡

表
し
方
(刺
激
臭
､
こ
も
っ
た
臭
い
､
腐
敗
臭
､
発
辞
臭
､
酸
敗
臭
､

甘
酸
っ
ぱ
い
臭
い
､
油
焼
け
臭
､
か
び
臭
､
靴
下
の
臭
い
な
ど
)

種
や
部
位
な
ど
の
特
異
臭

(イ
ワ
シ
臭
､
ホ
ッ
ケ
臭
､
ス
ケ
ソ
臭
､

ブ
ナ
サ
ケ
臭
?
､
シ
シ
ャ
モ
臭
､
キ
ュ
ウ
リ
ウ
オ
臭
､
川
魚
臭
､
ア
ヤ

ボ
ラ
臭
､
海
苔
の
香
り
､
内
臓
臭
､
せ
い
臭
な
ど
)

食
品
品
質

(生
ぐ
さ
臭
､
生
鮮
度
低
下
臭
､
加
熱
(ボ
イ
ル
)臭
､
焦

げ
臭
､
く
ん
製
の
香
り
､
糠
ニ
シ
ン
､
く
さ
や
'
魚
醤
な
ど
の
臭
い
)

お
わ
リ
に

本
稿
は
平
成
十

一
年
度
水
産
試
験
研
究
プ
ラ
ザ

(十
二
年
二
月
)
で
お
話
し
し
た
内
容
を
思
い
出
し
な

が
ら
?
執
筆
し
た
も
の
で
す
｡
最
後
に
'
ソ
ム
リ
エ

と
は
違
い
､
悪
臭
の
種
類
や
強
さ
を
鼻
で
識
別
す
る

国
家
資
格
'
臭
気
判
定
士
に
挑
戦
し
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
が
'
皆
さ
ん
は
ど
う
で
す
か
?

(に
し
だ
は
じ
め

･
利
用
部
)
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釧路水試だより 第82号 (2000.8)

オ
ホ
ー
ツ
ク
海
域
へ
の

サ
ン
マ
の
回
遊
と
漁
況
変
化

小
林

杏

一
､
は
し
が
き

道
東
海
域
の
サ
ン
マ
漁
が
始
ま
り
ま
し
た
｡
毎
年
'

こ
の
時
期
に
入
る
と
'
漁
業
者
及
び
冷
凍
加
工
業
者

な
ど
の
業
界
で
は
'
今
漁
期
の
サ
ン
マ
漁
が
ど
の
よ

う
に
展
開
す
る
の
か
'
多
い
に
注
目
し
て
い
ま
す
｡

特
に
､
今
漁
期
に
お
い
て
､
道
東
近
海
で
操
業
し
た

小
型
サ
ケ
マ
ス
漁
船
は
シ
ロ
ザ
ケ
や
カ
ラ
フ
ト
マ
ス

の
漁
況
が
低
調
の
た
め
'
こ
れ
か
ら
本
格
的
に
始
ま

る
サ
ン
マ
漁
に
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
お
り
ま
す
｡

と
こ
ろ
で
､
こ
こ
三
'
四
年
前
か
ら
'
道
東
近
海
の

サ
ン
マ
漁
が
不
振
の
た
め
､
道
東
の
小
型
船
を
始
め

大
型
船
は
'
十
月
以
降
に
入
っ
て
始
ま
る
オ
ホ
ー
ツ

ク
海
域
で
の
サ
ン
マ
漁
に
再
び
大
き
く
依
存
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
｡
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
､
同
海

域
に
出
現
す
る
サ
ン
マ
の
系
統
､
移
動
回
遊
と
大
型

魚
が
少
な
い
理
由
へ
更
に
予
想
さ
れ
る
漁
獲
量
に
つ

い
て
'
そ
れ
以
前
よ
り
も
ま
し
て
関
心
が
強
く
な
り

ま
し
た
｡
こ
の
報
告
は
'
そ
れ
ら
の
課
題
の
解
決
の

た
め
に
少
し
で
も
参
考
に
な
れ
ば
と
思
い
､
こ
れ
ま

で
の
知
見
を
若
干
整
理
し
た
も
の
で
す
｡

二
､
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
域
の
サ
ン
マ
は
､
日
本
海
系

か
太
平
洋
系
か

(
1
)
漁
獲
変
動

毎
年
'
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
域
で
漁
期
間
中
､
棒
受
網

に
よ
っ
て
漁
獲
さ
れ
る
サ
ン
マ
は
'
主
に
中
型
魚

(体
長
二
四
cm
～
二
八
･
九
cm
)
と
小
型
魚

(体
長
二

三

･
九

cm
以
下
)
で
'
型
の
良
い
大
型
魚

(体
長
二

九
cm
以
上
)
は
少
な
い
よ
う
で
す
｡
こ
の
中
小
型
魚

は
索
餌
群
で
す
｡
で
は
ま
ず
始
め
に
'
千
葉
県
以
北

太
平
洋
海
域
と
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
域
で
漁
獲
さ
れ
た
中

小
型
魚
の
漁
獲
変
動
を
述
べ
る
こ
と
に
し
ま
す
｡
図

1
に
よ
る
と
､
千
葉
県
以
北
太
平
洋
海
域
の
総
漁
獲

量

(尾
数
)
が
多
け
れ
ば
'
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
域
で
も

同
じ
よ
う
に
多
く
な
り
ま
す
｡
ま
た
前
者
の
総
漁
獲

量
が
少
な
け
れ
ば
'
後
者
の
そ
れ
も
同
様
に
少
な
い

傾
向
が
あ
り
ま
す
｡
こ
の
よ
う
に
両
海
域
の
漁
獲
変

動
は
非
常
に
よ
く
似
て
お
り
ま
す
｡

一
方
'
本
州
や

北
海
道
の
日
本
海
側
で
も
毎
年
サ
ン
マ
が
漁
獲
さ
れ

ま
す
が
'
そ
の
数
量
は
太
平
洋
側
に
比
べ
て
は
る
か

に
少
な
い
よ
う
で
す
｡
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
み
て
､

オ
ホ
ー
ツ
ク
海
域
で
漁
獲
さ
れ
る
サ
ン
マ
は
'
資
源

完

3

価

25

20

15

10

5

昭 手口 40 45 50 55 60 平 成 2 7

図 1 千葉県以北太平洋海域とオホーツク海域の中小型魚推定漁獲量 (主体中型魚)
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量
が
多
い
太
平
洋
生
ま
れ
の
中
小
型
魚
の

-
部
が
'

太
平
洋
か
ら
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
に
回
遊
し
て
漁
獲
さ
れ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
｡
そ
れ
で
は
次
に
'
中
小

型
魚
は
い
つ
頃
ど
こ
で
産
卵
す
る
の
か
を
述
べ
る
こ

と
に
し
ま
す
O

(二
)
中
小
型
魚
の
産
卵
時
期
と
産
卵
場
所

毎
年

'
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
域
の
漁
期
で
あ
る
十
月
か

ら
十

1
月
に
出
現
す
る
中
型
魚
は
､
そ
の
年
の

1
月

か
ら
三
月
頃
に
本
州
中
部
以
南
の
太
平
洋
海
域
で
生

ま
れ
た
冬
生
ま
れ
系
統
で
す
｡
ま
た
中
型
魚
と

一
緒

に
出
現
す
る
小
型
魚
は
'
そ
れ
よ
り
も
三
ケ
月
ほ
ど

遅
れ
た
四
月
か
ら
六
月
に
､
主
に
三
陸
近
海
か
ら
同

沖
合
で
生
ま
れ
た
春
生
ま
れ
系
統
で
す
｡
両
系
統
の

産
卵
量
は
毎
年
か
な
り
多
い
よ
う
で
す
｡
さ
て
'
オ

ホ
ー
ツ
ク
海
域
で
は
'
毎
年
漁
期
末
の
十

一
月
に
入

る
と
体
長
二
十

cm
以
下
の
小
型
魚

(通
称
ジ
ャ
ミ
サ

ン
マ
)
が
出
現
し
ま
す
｡
こ
の
ジ
ャ
ミ
サ
ン
マ
は
､
六

月
か
ら
七
月
の
北
上
期
に
本
州

･
北
海
道
の
日
本
海

側
で
生
ま
れ
た
夏
生
ま
れ
系
統
と
考
え
ら
れ
ま
す
｡

そ
の

一
部
が
卵
稚
仔
時
代
に
対
馬
暖
流
か
ら
宗
谷
暖

流
へ
と
運
ば
れ
'
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
域
で
発
育
成
長
し

た
よ
う
で
す
｡
そ
の
出
現
量
は
'
か
な
り
少
な
い
と

考
え
ま
す
｡

1420 1430 1440 1450 1460 1470 1480 1490

図2 サンマの北上と南下の回遊想定図
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三
､
南
千
島
近
海
の
海
況
と
､
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
域
へ

の
魚
群
の
移
動
回
遊
及
び
漁
況
変
化

(
一
)
魚
群
の
移
動
回
遊

太
平
洋
で
生
ま
れ
た
中
小
型
魚
が
'
い
つ
頃
ど
こ

の
海
域
を
通
っ
て
､
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
域
へ
移
動
す
る

の
か
を
述
べ
ま
す
｡
図
2
に
示
し
た
通
り
､
庵
年
七

月
か
ら
八
月
頃
に
道
東
近
海
や
そ
の
沖
合
を
北
上
し

た
中
小
型
魚
は
'
北
上
暖
流
系
水

(表
面
水
温
10
度

前
後
)
の
発
達
に
伴
っ
て
､
南
千
島
の
色
丹
島
沿
岸

域
か
ら
択
捉
島
沿
岸
域
へ
集
ま
り
ま
す
｡
そ
の
う
ち
､

一
部
の
中
小
型
魚
の
群
が
'
主
に
七
月
下
旬
か
ら
八

月
上
旬
頃
に
同
勢
力
の
増
大
に
よ
っ
て
'
国
後
島
と

択
捉
島
と
の
間
の
国
後
水
道
を
通
っ
て
'
オ
ホ
ー
ツ

ク
海
域
へ
と
移
動
し
ま
す
｡
そ
の
魚
群
は
八
月
か
ら

九
月
頃
に
宗
谷
暖
流
の
反
流
に
乗
っ
て
'
北
西
方
向

に
移
動
し
ま
す
｡
十
月
に
入
る
と
'
東
カ
ラ
フ
ト
海

疏

(寒
流
)
が
発
達
し
て
来
る
た
め
'
魚
群
は
沖
合

か
ら
北
海
道
寄
り
へ
､
そ
し
て
十

l
月
頃
に
は
更
に

沖
合
冷
水
の
勢
力
増
大
に
伴
っ
て
'
北
海
道
沿
岸
域

へ
､

I
部
の
魚
群
は
知
床
岬
沖
付
近
か
ら
根
室
海
峡

(羅
白
仲
)
へ
と
移
動
し
ま
す
｡
宗
谷
海
峡
を
通
っ
て

日
本
海
側
へ
'
ま
た
国
後
水
道
を
南
下
し
て
太
平
洋

側
に
移
動
す
る
魚
群
も
あ
る
よ
う
で
す
｡
な
お
'
オ

ホ
ー
ツ
ク
海
の
本
道
沿
岸
域
や
根
室
海
峡
に
集
ま
っ

た
魚
群
は
､
そ
の
後
の
移
動
回
遊
が
不
明
で
あ
る
た

め
､
死
滅
す
る
と
い
う
説
が
あ
り
ま
す
｡

(二
)
南
千
島
近
海
の
海
況
が
､
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
域
の

漁
況
を
左
右
し
ま
す

従
来
の
知
見
に
よ
る
と
'
七
月
か
ら
八
月
頃
の
南

千
島
の
択
捉
島
近
海

(太
平
洋
側
)
に
お
け
る
北
上

暖
流
系
水

(表
面
水
温

10度
)
の
張
り
出
し
位
置
と
'

オ
ホ
ー
ツ
ク
海
域
サ
ン

マ総
漁
獲
量
と
の
問
に
'
密

接
な
関
係
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
C
そ
の
内

容
を
更
に
具
体
的
に
す
る
た
め
へ
図
3
に
七
月
か
ら

十
月
の
期
間
'
旬
別
に
南
千
島
近
海
の
表
面
水
温
10

度
以
上
を
示
す
水
帯
の
張
り
出
し
面
積
を
示
し
ま
し

た
｡
す
な
わ
ち
'
七
月
中
旬
か
ら
八
月
上
旬
に
､
同

水
帯
の
面
積
が
大
き
い
昭
和
五
二

･
五
三
年
は
オ

ホ
ー
ツ
ク
海
域
の
総
漁
獲
量
が
多
く
'

1
万
'
そ
の

面
積
が
小
さ
い
昭
和
五

一
･
五
四

･
五
五
年
は
少
な

い
よ
う
で
す
｡
つ
ま
り
､
七
月
中
旬
か
ら
八
月
上
旬

に
か
け
て
南
千
島
近
海
に
張
り
出
す
北
上
暖
流
系
水

(勢
力
)
の
強
弱
が
'
太
平
洋
側
か
ら
オ
ホ
ー
ツ
ク
海

域
へ
の
魚
群
加
入
量
を
左
右
し
､
漁
況
に
大
き
く
影

響
を
あ
た
え
る
よ
う
で
す
｡

(三
)
道
東
近
海
の
漁
況
も
､
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
域
の
漁

況
を
左
右
し
ま
す

オ
ホ
ー
ツ
ク
海
域
の
サ
ン
マ
総
漁
獲
量
の
大
部
分

を
占
め
る
の
は
'
主
に
道
東
の
小
型
船
と
大
型
船
で

す
｡
そ
れ
ら
の
漁
船
が
､
道
東
近
海
で
の
操
業
か
ら
'

十
月
以
降
､
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
に
入
会
い
し
て
操
業
す

る
か
否
か
は
'
九
月
下
旬
の
道
東
近
海
の
漁
況
に
よ

り
ま
す
｡
つ
ま
り
道
東
近
海
で
の
魚
体
が
大
型
魚
及

上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下
7月 8月 9月 10月

図3 南千島近海の表面水温 10℃以上の張り出し面積
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び
大
中
型
魚
主
体
で
漁
況
が
好
漁
で
あ
る
と
'
オ

ホ
ー
ツ
ク
海
域
に
魚
群
の
来
遊
畳
が
多
く
て
も
､
同

海
域
に
入
会
い
す
る
漁
船
数
が
少
な
い
た
め
'
総
漁

獲
量
は
当
然
多
く
な
ら
な
い
よ
う
で
す
｡

一
方
道
東

近
海
の
漁
況
が
低
調
で
あ
る
と
､
多
く
の
漁
船
が
オ

ホ
ー
ツ
ク
海
域
に
集
中
す
る
た
め
'
同
海
域

へ
の
来

遊
量
が
少
な
く
て
も
総
漁
獲
量
は

一
般
に
多
く
な
る

よ
う
で
す
O
こ
の
よ
う
に
年
に
よ
っ
て
は
'
来
遊
資

源
量
と
総
漁
獲
量
と
の
関
係
が

一
致
し
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
｡

四
､
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
域

へ
来
遊
す
る
サ
ン
マ
は
'
な

ぜ
大
型
魚
が
少
な
い
か

す
で
に
述
べ
た
通
り
'
毎
年
十
月
か
ら
十

一
月
､

オ
ホ
ー
ツ
ク
海
域
で
漁
獲
さ
れ
る
サ
ン
マ
の
魚
体
は
､

中
小
型
魚
が
主
体
で
大
型
魚
が
少
な
い
よ
う
で
す
｡

こ
れ
は
北
上
期
の
七
月
か
ら
八
月
に
か
け
て
'
中
小

型
魚
が
南
千
島
の
色
丹
島
沿
岸
域
か
ら
択
捉
島
沿
岸

域
に
密
集
し
､
北
上
暖
流
系
水
の
勢
力
増
大
に
伴
っ

て
'
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
域

へ
移
動
回
遊
し
漁
獲
さ
れ
る

た
め
で
す
｡
ま
た
八
月
下
旬
以
降
､
南
下
期
に
入
る

と
太
平
洋
を
南
下
し
て
き
た
大
型
魚
は
'
南
千
島
近

海
に
や
や
多
く
出
現
し
ま
す
が
'
分
布
域
は
中
小
型

魚
よ
り
も
沖
合
側
に
片
寄
る
た
め
､
オ
ホ
ー
ツ
ク
海

域

へ
回
遊
す
る
量
は
少
な
い
よ
う
で
す
｡

五
､
ま
と
め

以
上
の
こ
と
か
ら
､
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
域
に
お
け
る

サ
ン
マ
漁
が
'
豊
漁
と
な
る
か
不
漁
と
な
る
か
は
三

つ
の
条
件

(魚

･
海

･
漁
船
)
が
絡
み
あ
っ
て
お
り

ま
す
｡
す
な
わ
ち
豊
漁
と
な
る
に
は
､
当
然
の
こ
と

な
が
ら
中
小
型
魚
の
来
遊
資
源
量
が
多
い
こ
と
'
南

千
島
近
海
に
お
け
る
北
上
暖
流
系
水
の
勢
力
が
強
く
､

し
か
も
太
平
洋
側
か
ら
入
会
い
す
る
漁
船
数
が
多
い

こ
と
で
す
｡

1
方
､
不
漁
と
な
る
条
件
は
､
来
遊
資

源
量
が
少
な
く
､
北
上
暖
流
系
水
の
勢
力
が
弱
く
'

ま
た
太
平
洋
側
か
ら
入
会
い
す
る
漁
船
数
が
少
な
い

こ
と
で
す
｡
さ
て
､
今
年
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
域
の
サ
ン

マ
漁
が
'
豊
漁
か
中
漁
か
'
ま
た
は
不
漁
に
な
る
の

か
'
そ
の
鍵
は
八
月
か
ら
九
月
の
道
東
近
海
の
漁
況

と
海
況
が
握
っ
て
お
り
ま
す
｡
そ
の
調
査
は
'
釧
路

水
試
が
実
施
し
ま
す
｡

ま
た
'
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
域
で
は
'
毎
年
漁
期
前
の

八
月
か
ら
九
月
に
､
太
平
洋
側
か
ら
加
入
し
た
魚
群

量
が
多
い
の
か
少
な
い
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
'

稚
内
水
試
と
網
走
水
試
と
が
共
同
で
試
験
調
査
船
北

洋
丸
を
用
い
魚
群
分
布
調
査
と
海
洋
調
査
を
実
施
し

ま
す
｡
ま
た
網
走
支
庁
管
内
漁
組
で
も
所
属
の
漁
船

数
隻
で
'
流
網
を
使
用
し
て
魚
群
分
布
調
査
を
実
施

し
て
お
り
ま
す
｡
こ
の
調
査
は
､
漁
況
予
測
を
行
う

た
め
に
は
か
な
ら
ず
必
要
で
あ
り
'
そ
の
結
果
は
'

道
東
を
始
め
三
陸
な
ど
の
関
係
業
界
か
ら
大
い
に
注

目
さ
れ
て
お
り
ま
す
｡
(七
月
記
､
元
釧
路
水
試
'
現

在
社
団
法
人
漁
業
情
報
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
勤
務
)

文

献

日

･
ソ
サ
ン
マ
共
同
研
究
会
議
経
過
報
告

(昭
和
四
十
九
年
～
平
成
元
年
)
水
産
庁

太
平
洋
漁
海
況
速
報

(昭
和
五
十

一
年

～
同
五
十
五
年
)

社
団
法
人
漁
業
情
報
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

20



釧路水試だより 第 82号 (2000.8)

人

事

異

動

-

転

入

*四
月

一
日
付

試
験
調
査
船
北
辰
丸
船
長

(函
館
水
産
試
験
場
試
験
調

査船金星丸
船
長
)

鞍
留
国

男

企
画
総
務
部
総
務
係
長

(根
室
支
庁
経
済
部
水
産
課
漁
港
漁
村
係
長
)

高

島

利

雄

企
画
総
務
部
主
査

(会
計
)

(十
勝
支
庁
総
務
部
会
計
課
主
任
)

本

郷

正

巳

資
源
管
理
部
資
源
予
測
科
長

(中
央
水
産
試
験
場
海
洋
環
境
部
環
境
生
物
科
長
)

平

野

和

夫

加
工
部
保
蔵
流
通
科
長

(中
央
水
産
試
験
場
加
工
利
用
郡
加
工
開
発
科
長
)

臼

杵

睦

夫

利
用
部
利
用
技
術
科
長

(網
走
水
産
試
験
場
紋
別
支
場
加
工
開
発
科
長
)

今

村

琢

磨

資
源
管
理
部
資
源
管
理
科
研
究
職
員

(中
央
水
産
試
験
場
海
洋
環
境
部
海
洋
環
境
科
)

安

永

倫

明

資
源
管
理
部
資
源
予
測
科
研
究
職
員

(稚
内
水
産
試
験
場
資
源
管
理
部
資
源
管
理
料
)

波
野
追

雅

道

中
央
水
産
試
験
場
企
画
情
報
室
企
画
課
長

(利
用
部
利
用
技
術
科
長
)錦

織

孝

史

中
央
水
産
試
験
場
資
源
管
理
部
研
究
職
員

(資
源
管
理
部
資
源
予
測
科
)

本

間

隆

之

2

転

出

*
四
月
一
日
付

釧
路
病
院
庶
務
課
会
計
係
長

(企
画
総
務
部
総
務
係
長
)

七

戸

豊

釧
路
支
庁
税
務
部
納
税
課
収
納
管
理
係
長

(企
画
総
務
部
主
査

(会
計
)
)

大

地

春

野

原

子力環境
セ
ン

タ
ー
水
産
研究科

長

(資源
管
理
部
資

源
予測
科長)

中

明

幸

広

網
走
水
産
試
験
場
紋
別
支
場
加
工
開
発
科
長

(加
工
部
保
蔵
流
通
科
長
)阪

本

正

博

3

退

職

*
三
月
二
日
付

試
験
調
査
船
北
辰
丸
船
長

佐

崎

邦

弘

*
三
月
三
十

一
日
付

特
別
研
究
員

丸

邦

義

(な
お
'
佐
崎
邦
弘
氏
に
お
か
れ
ま
し
て
は
､
平
成
十

二
年
三
月
二
日
に
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
｡
こ
こ
に
謹

ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
｡
)
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一 一一一･総務事務一般

一 一一一･会計事務一般

一一一一一･試験研究プラザ等広報活動の企画調盤､試験研究のための情報収集､研究成果の公表や報告等

一一一一一･水試と水産技術普及指導所との連絡調整､専門的な普及活動課題に対する調査研究及び水産業改良普及
員の指導

一一 一一･スケ トウタう ､シシャモ等の魚類とケガ二､ハナサキガ二等の甲殻類の生態､動態についての試験研究
及び資源の診断､評価､管理技術に関する試験研究

- --･サンマ､マサバ､マイワシ､イカ類等の回遊性浮魚の生態､動態についての試験研究及び資源の変動予
測技術と漁場形成要因に関する試験研究

一一一一一･栽培漁業対象種であるウニ､マツカワ､ニシン等の魚貝類の中間育成及び種苗放流技術の開発に関する
試験研究

一一一一一･有用資源であるホッキガイ､アサ リ､ホッカイエビ､コンプ類の漁場造成技術の開発についての試験研
究及び水質や底質等の漁場環境に関する試験研究

一一一一一･主に道東太平洋海域でのサンマ､マサバ､マイワシ､イカ類､スケ トウダラ等を対象とした各種資源調
査及び海洋観測

一一一一一･水産物の加工技術の改良と合理化に関する試験研究
(アキサケの肉質改善)

一一一一一･水産物の保蔵性を高める品質保持及び流通技術に関する試験研究
(スケ トウタう の鮮度保持､サケ卵加工品の品質基準策定)

一一一一一･水産物の食品素材化や新製品等の加工技術開発に関する試験研究
(人工餌料の効果試験､鮭調味乾製品の品質管理)

一一一一一･水産廃棄物の処理技術と有価物の回収等利用技術の開発に関する試験研究
(機能性糖質の利用技術､機能性糖質の中間素材開発)

-----･水産物の原料特性と有効栄養成分に関する試験研究
(未利用海藻の食品素材化､海藻類の抗アレルギー性機能､未利用水産バイオマス)

- 22 -



釧路水試だより 第 82号 (2000.8)

平 成 12年 度

- 釧 路 水 産 試 験 場 組 織 図

本 庁 舎

場 長
竹内 健二

企画総務部
部長 大友

(平成 12年 4月 1日現在)

住 所 :〒085-0024釧路市浜町2番6号
TEL(代表):(0154)23-6221､FAX:(0154)23-6225
(資源管理部):(0154)23-6222
(資源増殖部):(0154)23-6223

資源管理部 主任研究員
部長 鈴内 孝行 山岸吉弘

資源増殖部 主任研究員
部長 名畑 進一 中川義彦

越後谷健､下山弘美､田村知陽一一一
係長 高島利雄

主査 (会計)---一一一一一一一一---一一一------I
本郷正巳

主査 (企画情報)一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
山田 真

主任水産業専門技術員一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
渡辺雄二

資源管理料 -
科長 森 泰雄

資源予測科 一
科長 平野和夫

栽培技術科 一
科長 角田富男

資源増殖科 一
科長 阿部英治

志田 修､安永倫明､筒井大輔一一一

波野過雅道､佐藤 充一一一一一一一

堀井貴司 一一一一一一一一一一一一一

奉 安史------- - - - - 一一一

試験調査船 ｢北辰丸｣216トン､ディーゼル1,300馬カー一一ー 一一一一一一一1-I-- - l l - - - -

船長 鞍留 国男

加 工 分 庁 舎
住 所 :〒085-0027釧路市仲浜町4番25号
TEL:(0154)24-7083､FAX:(0154)24-7084

加 工 部 主任研究員
部長 佐 木々政則 船岡輝幸

利 用 部 -
部長 橋本 健司

主任研究員
西田 孟

加工技術科
科長 飯田訓之

保蔵流通科一一一一一
科長 臼杵睦夫

開発技術科
科長 信太茂春

利用技術科
科長 今村琢磨

原料化学科
科長 辻 浩司

一23-

一武田浩郁一一一11------I--

一小玉裕幸一一一一一一一一一一一一一一

一武田忠明､千原裕之一一一一一一一一

一宮崎亜希子一一一一一一一一一一一一一
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ゝ

別

別

辞

平
成
十
二
年
度
水
産
試
験
研
究
プ
ラ
ザ

開
催
計
画
に
つ
い
て

平
成
十
二
年
度
の
水
産
試
験
研
究
プ
ラ
ザ
は
､
四

月
二
十
六
日
に
厚
岸
町
に
お
い
て
開
催
し
た

｢厚
岸

湖

･
厚
岸
湾
の
環
境
に
つ
い
て
｣
を
皮
切
り
に
'
下

表
の
と
お
り
開
催
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
｡
こ
の
水

産
試
験
研
究
プ
ラ
ザ
は
'
浜
の
皆
様
か
ら
の
要
望
に

応
じ
て
'
釧
路
水
産
試
験
場
で
日
頃
'
調
査

･
研
究

し
た
結
果
や
成
果
等
を
紹
介
し
た
り
､
意
見
交
換
等

を
通
じ
お
互
い
の
理
解
を
深
め
､
今
後
の
試
験
研
究

の
参
考
と
さ
せ
て
頂
い
た
り
し
て
お
り
ま
す
｡

釧
路
水
産
試
験
場
と
し
ま
し
て
も
'
な
る
べ
く
多

く
の
地
区
を
訪
問
し
､
｢水
産
試
験
研
究
プ
ラ
ザ

(ミ

ニ
プ
ラ
ザ
と
称
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
)
｣
を
通
じ

て
'
浜
の
皆
様
と
話
題
提
供
や
意
見
交
換
を
行
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
'
ご
意
見

･
ご
要
望
な

ど
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
'
お
気
軽
に
ご
連
絡
を
お
願
い

し
ま
す
｡
(連
絡
先
は
企
画
総
務
部
の
主
査

(企
画
情

鶴
)
ま
で
お
願
い
し
ま
す
)

平成 12年度 水産試験研究プラザ開催計画

開催時期 開催地区 関 係 漁 協 テ マ 対 応 部

4月26日 厚 岸 町 厚 岸 漁 協 厚岸湖 .厚岸湾の環境について 資源増殖部

6月9日 浜 中 町 浜 中 漁 協 アサリ増殖場の資源管理 資源増殖部

7月25日 釧 路 町 昆布森漁協 カキの衛生的な取 り扱いについて 加 工 部

8月3日 広 尾 町 加 工 関 係 加工関係 加 工 部

9月8日 羅 臼 町 羅 臼 漁 協 スルメイカの資源状態 資源管理部
ホッケの成分分析結果 加 工 部

10月 静 内 町 加 工 関 係 加工関係 加 工 部

1月 広 尾 町 広 尾 漁 協 複合的資源管理型漁業促進事業 資源管理部
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